平成二十九（２０１７）年度

江東区立砂町中学校　演劇部
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※都大会版
　　　照明等改訂済
作　まつむらとしや

キャスト
若槻　春香　（長女・ＯＬ）
若槻　夏希　（次女・大学生）
若槻　秋実　（三女・高校生）

若槻　冬音　（四女・中学生）
尾藤　銀次　（母方の叔父・四十歳）

蔵前　豪　（冬音の同級生）

両国　毅　（　　〃　　）
スタッフ
照明
音響
音楽。
幕上がる

溶明。
中央に食卓。夏希が朝食を摂っている。
主食に一汁一菜。茶碗、平皿、お椀が机上には四組。
秋実があくびをしながら現れる。
秋実「（椀を覗いて）あー、あぶらげ、あぶらげ。」
夏希「余裕ねぇ、あんた、わたしより、学校遠いくせに」

秋実「んふふ、三駅遠いお陰で、こっちは特急が止まる」

夏希「くそ」

秋実「夏姉だって、乗り換えの手間を惜しまなきゃ、あと五分は短縮できるのに」

夏希「やだよ、各駅の方が空いてんの。考えてもみなよ、おっさんの汗臭い頭が上の方からわたしを取り巻いている状況、我慢できんわ」
秋実「えー？あたしと同じで女性専用車乗ればいいじゃん」

夏希「だめ、駅の出口、真逆の方なんだから。そんなに歩きたくないし」

秋実「あのね」

エプロンを外しながら春香が現れ、

Ｍ１　Ｃ・Ｉ
照明Ｑ１（前なし→基本形）　Ｃ・Ｉ　インカムで緞帳Ｑ
Ｍ１　Ｆ・Ｏ
春香「そんなことだから、いつも体重計の上に佇むことになるんだよ」

夏希「あんたに言われたくない」

春香「（席に着きながら）うるさい。あ、（席を確認して）秋実、冬音起こしてきて」
秋実「ふーい。（行きながら）春姉、あぶらげ、２日連続。せめて、豆腐とかタマネギとか足してー」
秋実、奥へ消える。

春香「（秋実の消えた方へ）あんたも家計簿つけるようになったら、わかるわよ。ネギが入ってるだけありがたいと思え」

夏希「春姉、大声で言うなよ、世知辛いなぁ」

春香「（夏希に向かって）あんたね。人ごとみたいに言わないの。わたしが、ここに居られるのは」

夏希「へいへい。あと三ヶ月でございます」

春香「そのあと、わたしの役目すんのは、あんたなんだからね」

夏希「（いやそうに）まだ、考えたくない」

春香「でたよ、根性（こんじょ）なし」

遠くから大声

秋実「（オフ）起きろっちゅうとんじゃー」

衝撃音。

冬音「（オフ）ぎゃーっ」

音に耳を傾けていた二人、何事もなかったように食事を続ける。
夏希「てか、料理、冬音の方が上手い」

春香「恥ずかしいこと言わないでよ、中学生の妹に料理作ってもらっている大学生の姉とか、ありえないし。ものには順番ってもんがあんの！」

夏希「えー、時代が錯誤ってない？」

春香「ならぬことはならぬものです」
夏希「どこの人だよ」
秋実、戻ってくる。

秋実「まったく、しぶといったらありゃしない」

春香「あの子、遅刻とかしてないんでしょね」

秋実「時間までには出てるはずだけど、なにしろあたしたち、みんなあの子より早出だからね」

そこへ、制服に着替えた冬音が、眠そうにとぼとぼとやってくる。

ＳＥ１　Ｃ・Ｉ（ドンガラガッシャーン）
春香「おはよう」

冬音「（あくびをしながら）おふぁよう」

夏希・秋実「おそよう」

冬音、意に介さず食卓を凝視。

冬音「あ、また、あぶらげ」

夏希・秋実「つっこめやーっ」

音楽・暗転・暗転幕、閉じる。

Ｎ（夏希）　早いもので、父も母も居ない食卓を姉妹で囲むようになってもう五年になる。中学生だったわたしもいつの間にか大学生だ。

社会人となった春姉が家を仕切り、秋実も高校生、ちっちゃかった冬音も中学生になっている。

溶明。
下手から冬音が駆けてくる。舞台中央に立ち止まり、息を整える。

後ろから、豪が駆けてきて、冬音を追い抜きながら、

豪「なにやってんだ、遅刻すんぞー」

冬音「げ、あんたがいるということは、もはや遅刻確定？」

豪「えらい言われようだな」

照明Ｑ２　暗転１　Ｃ・Ｏ（セリフ終わり）

Ｍ２　Ｃ・Ｉ（同時・終わりまで）
Ｎ１〈録音・Ｍ２に組み込み〉
照明Ｑ３　Ｃ・Ｉ（曲終わりで。基本形＋暗転幕前）
そこへ、下手から、開いた本を片手に、毅が現れ、
毅「だいじょうぶですよ。僕のこのスピードで行けば、三十秒前に教室の椅子に座れます」

冬音「てことは、（豪に）豪、あんた珍しく早起きしたわけね」

豪「珍しくは余計だ」

毅、二人を追い抜き、上手端まで行き、振り返って、

毅「今ので、二〇秒ロスしてしまった。あなたたち、そのペースでは間に合いませんよ。では」
毅、速度を上げて退場。冬音と豪、顔を見合わせ、

冬音「前言撤回、いつものペースだったね、やっぱ」

豪「なにいってんだ、いつもはあと二分は遅いわ」
冬音「自慢になるか、常習犯」
言いつつダッシュで退場。

豪「なんのー」

こちらもダッシュで退場。チャイムが鳴る。

ＳＥ２　Ｃ・Ｉ（鳴り終わりまで）
チャイムが鳴り終わると暗転幕開く。

教室。机がいくつか並んでいている。

冬音は自分の机についている。その横に毅の机。黙々と本を読んでいる。豪が冬音のところに歩み寄り、

豪「へへへ、ちゃんと間に合っただろ」

冬音「いつまで言ってんの」

豪「ところで、若槻さま」

冬音「何？気持ち悪い」

豪「今日の給食なんだけど･･･」

冬音「え？また、おこぼれがほしいの？飢えてるなあ」

豪「ほっとけ」

冬音「メニューなんだっけ」

毅「（急に顔を上げ、眼鏡をキッと持ち上げて）ししゃもの南蛮漬け、ジャガイモのきんぴら、油揚げの味噌汁･･･」
冬音「（大声で）げ、またかぶった！」

毅「は？」

冬音「い、いやいや、あ、続きをどうぞ」

毅「白玉のフルーツポンチ、ご飯、牛乳となっています」

再び眼鏡をキッと上げて、元の態勢に戻り、読書を続ける毅。

照明Ｑ４　暗転幕前のみ　Ｃ・Ｉ
冬音「（豪に）何？ししゃもがほしいの？」

豪「うーん、そっちも確かにそそられるが･･･」

毅、同じようにまた割って入り、

毅「ちなみに日本の食卓に供されるししゃもの大半は、樺太ししゃも、またはカペリンと呼ばれる別種の魚で、形はよく似ていて美味ではあるものの、本ししゃもとは全く味わいの違うものであります」
豪「･･･いいんだ、今日俺のほしいのはカッペリーニじゃなくて･･」

毅「（咳払い）カペリンです！カッペリーニは極細のパスタ！」

豪「はい、すみません、て、何の話ししてたっけ？」

冬音「給食の何がほしいか」

豪「ああ、そうそう、俺のほしいのはきんぴら。なあ、くれよ、あれってさ、案外余らずにいきわたっちゃうんだよ。思う存分喰いてえんだよ、愛しちゃってんだよ！」

冬音「バカだ、あんた。でも、きんぴらかあ、学校のって、あのじゃがいもがいいアクセントなんだよね」

豪「そうそう、よーくわかってんじゃん、な、だから」

冬音「ししゃも･･･いや、カペリン一匹と白玉二個と交換てのはどうだ」

豪「何ー？そ、それは･･･（苦渋の表情）」
冬音「さあ、さあ！」

毅「（また、顔を上げて）蔵前君、安心したまえ、カペリンと白玉二個は、君に変わって僕が提供しよう。きんぴらも半分あげるから、若槻さんも半分提供するだけでいい」

豪「ほんとかよ、毅、ふとっぱらー」

冬音「いいの？両国君」

毅「ご存じの通り、風邪欠からの病み上がりでね、まだ、食欲がでないんだよ。ついていましたね、蔵前君。ただし･･･」

冬音・豪「ただし？」

毅「フルポンのシロップだけは誰にも渡さん。ここのは、必ず隠し味のサイダーが入っていて、ほのかーに炭酸の刺激が残る絶妙の味加減なのだ。はっはっは」
冬音「両国君、目が危ないよ」
毅「（はっと我に返って）失礼。僕としたことが。も、もちろん、体調さえ万全ならば、僕も残さず平らげる派の一人なのですが」

豪「ありがと、毅」

毅「しかし、そこまできんぴらに愛情を注ぐ君も面白いですね。確かに、日本の食卓にとって欠かせないおかずですが、メニューの主役という感じはしませんからね」
豪「ああ、給食のきんぴらさ、よく似てんだよ」

冬音「え？」

豪「死んだ母ちゃんの味付けにさ」

冬音「そうか、豪ん家もお母さんが」

毅「も？え、じゃあ、若槻さんのところも？」

冬音「もう、五年になるかな」
豪「うちは三年前」

毅「ああ･･･、じゃあ、ご病気で？」

頷く二人。

毅「それは存じませんでした（頭を垂れる）」

豪「気にすんなや」

冬音「うちのきんぴらは、もうちょっと辛いの。あんまり甘くなくて･･･」

毅「んー、うちのはかなり甘い味付けですね」

豪「でも、不思議なんだよ。やっぱり母ちゃんの味が一番ほっとするんだよ。でも、親父の味付けは、毎回ばらばらでさ。なんだかなー」
冬音「ぐだぐだ言ってんと、自分で作りゃいいじゃん」

豪「多分、余計非道くなる」

毅「ぷっ（と吹き出す）」
豪「（にらむ）」

毅「（口を押さえて）失礼（目は笑っている）」

豪「（冬音に）お前はいいよな。料理得意だし」

冬音「うちは･･･、春姉が、一番上の姉が母さんの料理、完コピしてるから、わたしの出番はないの」

毅「それはすごい」

冬音「でもね」

豪・毅「ん？」

冬音「春姉、もうすぐ出てっちゃうから」

豪・毅「え？」

冬音「･･･（照れて）嫁にいくんだと！」

豪「ああ、じゃあ、お前が跡継ぎか」

冬音「さあ、（いたずらっぽく笑って）まだ上が二人も居るからね」

豪「ふーん、結婚か･･･」

毅「ミステリーですね。」

冬音「え？」

毅「（しゃがんで床を見つめ）血痕か･･･」

しかとする冬音と豪。

毅「つっこめやー！」

暗転。

暗転幕閉まる。

上手から、銀次が歩いてくる。

銀次「えーっと･･･、確かこのあたり、このあたり」

ふと立ち止まる銀次。
照明Ｑ５　暗転２　Ｃ・Ｏ（セリフ終わりで）
Ｍ４　Ｃ・Ｉ（セリフ終わりで・曲終わりまで）
照明Ｑ６　Ｃ・Ｉ（基本形＋暗転幕前・曲終わりで）
銀次「街並みがだいぶ変わっちまったなぁ。久しぶりだからなぁ。もう五年になるか」
下手を見やり、
銀次「こっちだったかなぁ」
行きかけて、反転し、上手に駆けて、
銀次「こっちだったかなぁ」
上手に消えて、再び登場し、
銀次「こっちだったかな、やっぱり」
中央にきて、
銀次「こっちだったかなぁ」
客席に突進する、と見せて、
銀次「んなわけない。はっはっは。（やや逡巡して）やっぱり、こっちか」
下手に退場。
暗転幕上がる。
若槻家。春香、電話中。
春香「はいはい、大丈夫。そっちこそ、うっかりばっかやってんだから、、ホント大丈夫でしょうね。なんか心配だよ、当日になって式場の予約なんか受けてませんとか言われないかって。え？んなわきゃない？そのセリフ何回も聞いてるから心配してるんじゃない。頼むよ、まったく。はーっはっは、んじゃ」
春香、電話を切る。上手から夏希、登場。
夏希「とても、式を控えた若いカップルの電話には聞こえないね」
春香「ほっとけ」
夏希「一之介さん、大変そうだね」
春香「まあ、ほとんど準備任せちゃってるからね。わたしゃあ、誰かさんたちの世話焼きで手が空かないからね」
といいながら、サッと夏希に視線を送る。サッと視線を外す夏希。
隙をうかがって再び視線を送る春香。再びその視線から逃げる、夏希。
幕→「銀次」はけて
照明Ｑ７　暗転幕前　Ｃ・Ｏ（はけて）
春香「いい加減、観念しろよ、おい」
夏希「･･････」
春香「おい」
夏希「･･･結構、勇気いるんだよ。この観念は」
沈黙。
春香「で、今日はちょっとあんたに話が･･･」
夏希「え？」
春香、話し始めようとしたときに、玄関のベルが鳴る。
春香「はいはい（下手に向かう）」
その春香を複雑な表情で見つめる夏希。
下手から、先刻のオヤジの笑い声。
銀次「（オフ）はっはっは」
下手から、春香、秋実、銀次の順に現れる。
銀次「いやー、秋実ちゃんのおかげで助かったよ。ここがどうにも発
見できずに、途方に暮れかけてたんだ。しかし、よくわたしがわかったね」
秋実「わかったも何も、叔父さん、五年前と全然変わってないじゃん。おじさんこそ、あたしのことわかんなかったでしょ。「どちらのおじょうさんかは存じませんが、ご親切に」とか、うけるし」
銀次「だって、あの頃の秋実ちゃん、まだ小学生だったんだぞ。こんなに大きくなっちゃって、おじさん、困っちゃうな～」
春香「おじさん、そのボケ、だれもわからない」
夏希「銀次叔父さん！」
銀次「お、夏希ちゃんか！わかるわかる。お前さんは面影が残っとる。うん。うん」
春香「ははは、わたしも、一発で正体ばれた」
銀次「ばれたどころか。母親の面影がさ。ますます、似てきたよ。一番似てるのが、お前さんだからな。そうか、そうか、あれから、ずーっと、姉妹の面倒見てきたか。うん。うん」
銀次、そういって、下を向く。鼻をすするように指でこすり、
銀次「（かしこまって春香に向き直り）おセンチになっとる場合じゃない。春香ちゃん、この度は、本当におめでとう」
春香「（あわてて）あ、ありがとうございます（おじぎ）」
つられて、夏希、秋実も首（こうべ）を垂れる。
銀次「うん、うん、よか･･･」
まで言って、再び、感極まり、思わずハンカチを取り出す銀次。
銀次「（震え気味の声で）よかった、よかった、春香ちゃんは幸せになんなきゃ。うん、うん」
少し、困ったように顔を見合わせる、春香、夏希、秋実。
そこへ、冬音が飛び込んでくる。
冬音「ただい･･･」
冬音、銀次と目を合わせ、
冬音「へ･･･」
銀次「へ？」
冬音「（叫ぶ）変なおっさんー！」
冬音、鞄を放り出し、下手に駆けながら、
冬音「誰か―！おっさん、おっさんが出たー！」
ストップモーションになっている、春香たち。
銀次、情けない様子で三人を振り返り、
銀次「え、えーと･･･」
暗転。ほどなく溶明。
食卓に銀次と囲むように春香、夏希、秋実。
冬音が茶を運んでくる。各人に配りながら、
冬音「ごめんなさい、銀次叔父さん」
銀次「どうしようかと思ったよ。はっはっは、お互い、道で会ってもわからんかったろうなぁ」
冬音「顔は、もうわかんなくなってたから」
銀次「ちっちゃかったからなぁ。冬音ちゃんも大きくなったねぇ」
バツの悪い顔の冬音。
秋実「（取り繕うように）で、銀次叔父さんの御用って？」
銀次「おお、そうそう。（手提げをまさぐり）はいよ。春香ちゃん」
春香「（受け取って）ああ、ありがとうございます」
夏希「それは？」
春香「母さん側の親戚の、招待状のリスト」
夏希「ああ」
銀次「みんなよくわからんだろうから、わたしが引き受けてたんだよ」
照明Ｑ８　暗転３　Ｃ・Ｏ（セリフ終わりで）
Ｍ５　Ｃ・Ｉ（短時間のジングル・終わりまで）
照明Ｑ９　Ｃ・Ｉ（基本形・曲終わりで）
春香「郵送でよかったのに」
銀次「ちょうど、こっちに出張があってね。一度顔を出しておきたくてさ」
春香「ありがとう、銀次叔父さん」
頷く銀次。冬音戻ってきて、秋実と椅子を半分ずつ領有して座っている。
銀次「ところで、仙台のお父さんはまだこっちに戻れんのかね。長いよなあ単身赴任」
春香「向こうで中間管理職になっちゃったでしょ。なかなかタイミングが難しいみたい。震災のあとの混乱はだいぶ収拾して、仕事は結構軌道に乗ってるって」
銀次「そりゃ何よりだ」
春香「父方のリストは父さんに任せてあるから、大丈夫だからね」
銀次「式で会えるのを楽しみにしているよ」
春香「あ、そうだ、叔父さん、今日はホテルで素泊まり？」
銀次「ああ、そうだが」
春香「じゃあ、外食やめて、うちで食べていってよ。腕ふるうからさ」
銀次「いやぁ、そりゃ、ありがたいが、なんか照れちゃうな」
冬音「（それを聞くなり、立ち上がり）叔父さん、ぜひそうしてください。私も手伝いますから」
銀次「いやあ、冬音ちゃん、さっきのは気にしないでいいから」
冬音「でも、変なおっさんって･･･、変なおっさんて言っちゃったし。変なおっさんて･･･」
秋実「何度も言わんでいい」
銀次「はっはっは、じゃあ、お言葉にあまえるかな」
秋実「ぜひそうして、おっさん･･･あ」
一瞬顔を見合わせ、吹き出す一同。
暗転。ほどなく溶明。
食卓に準備がすすんでいる。銀次は先ほどの席に小ぢんまりと座っている。夏希と秋実も席に着いている。
銀次「そうか、冬音ちゃんも、料理がうまいのか」
夏希「そうなの、だから、春姉の後継者には冬音を推しているの」
銀次「夏希ちゃんは、料理ダメなのかい？」
秋実「春姉が風邪で寝込んだときとかは、腕を振るうんだけど･･･」
夏希「けど･･･、何よ」
秋実「言わせるか」

夏希「あのな。あんたも、たいがいだよ」
秋実「まあ、そりゃ否定しないけど･･･、順番でいうと、夏姉が跡継ぎだかんね」

照明Ｑ１０　暗転４　Ｃ・Ｏ（笑いが起こって３秒）
Ｍ６　Ｃ・Ｉ（短時間のジングル・終わりまで）

照明Ｑ１１　Ｃ・Ｉ（曲終わりで）
銀次「跡継ぎ？みんなで一緒にってわけにはいかんのかい？」

夏希「もちろん、今までも、みんないろいろ、春姉を手伝ってやってきてるんだけどね」

秋実「母さんの味を継ぐって意味で、その、あれ、あれ、あ、そう、世襲制？みたいに考えてるみたい。春姉は」

銀次「へえ、世襲制か。なんか御大層だな」

夏希「でも、春姉、ほんとに母さんの味、なんかもう、完璧に継いじゃっているから」

秋実「だよね。あれはすごいわ」

銀次「ほお、それは楽しみだ」

そこに冬音（エプロン姿）が現れ、配膳を始める。

冬音「おじさん、お待たせ。（配りながら）はい、どーぞ」

銀次「おお、すまないねぇ」

夏希「今日は何？」

冬音「ええと、鰆の塩焼き、ウィズ大根おろし」」
秋実「ウィズっておい」

夏希「それから？」

冬音「鶏きんぴら」
秋実「おお、鶏が入っとる。特別版じゃ」

冬音「切り干し大根」

夏希「え、一品多い！」

夏希「おじさん、さまさまだね」
銀次「なんか気ぃ遣わせちゃって」

秋実「いいのいいの、毎日居てください」

冬音「味噌汁は･･･」
注目する夏希と秋実

冬音「あぶらげ」

夏希「ああ、そこは･･･」

秋実「さすがに」

冬音「（やや間を置いて）豆腐！」

夏希・秋実「おお！」

夏希「あぶらげに加えて」

秋実「豆腐！」

夏希「大豆タンパク質かぶっても」

秋実「豆腐！」

夏希「おじさん！」

銀次「（あわてて）はい！」

秋実「ナイス！」

銀次「はい！」
冬音「大根」

夏希・秋実「ひい！」

夏希「切り干しのあまりか？」

秋実「なんでも入れちゃってるー」

銀次「ぷ（吹き出す）」

冬音「長ネギ」

夏希・秋実「おお！」
秋実「長ネギかー」

夏希「あんた、タマネギ派だもんね」

秋実「はは、でも、母さんの味噌汁のデフォルトは･･･」

冬音「長ネギ、だからね」

秋実「はいはい」

夏希「しかし、近年まれに見る具の充実ぶりだぞ、今日の味噌汁」

夏希・秋実「おじさん、ありがとー」

銀次「（困って）冬音ちゃん、なんとかしておくれ」

冬音「ふふふ、春姉、なんか目の色変えてがんばってるから。見てて笑っちゃうくらい。」
銀次「ありがたいねぇ、で、冬音ちゃんは、何をつくってくれたんだい？」

冬音「わたしは鰆を焼いたの。お口に合えばいいけど」
銀次「おお、そうかい、いやいや、口の方を合わせます。ノープロブレム」

夏希「おー英語だ、英語だ」

秋実「プロブレムだ、プロブレムだ」

冬音「よっぱらいか、あんたらは」

銀次「･･･（楽しそう）」

春香が戻り、

春香「なんかたのしそうね」

春香、最後の皿を配り終え、エプロンを外して席に着く。

冬音もエプロンを外して席に着いている。
春香「では、銀次おじさんを迎えての夕食です」
夏希・秋実「おー！」

銀次、恐縮している。

春香「では、お手をお合わせください」

みんな手を合わせる。

春香「じゃ、銀次おじさん、どーぞ」

銀次「え？（自分を指さす）」

四人姉妹、頷く。

銀次「（恥ずかしそうに）では、僭越ながら･･･。いただきます！」

四人姉妹「いただきます！」

暗転。ほどなく溶明。
食事が終わり、片付けの最中の食卓。
夏希、秋実、冬音が食器をかたしている。
春香「おそまつさまでした」
銀二「いや、ホントにごちそうさま」
春香「ごめんなさいね」
銀二「え？」
春香「お酒」
銀二「ああ」
春香「うち、誰も飲まないから、何も置いてなくて」
銀二「いいんだ、いいんだ、酒なら宿に戻ってから寝酒としゃれこむから。かえって飯の方を十二分に堪能したよ。」
春香「だったらよかったけど」
銀二「しかし、うん、そういうことか」
春香「え？」
銀二「これが、姉さんの味なんだね」
夏希「（片付けながら）春姉、ほぼ完ぺきにコピーしたからね」
銀二「（腕を組んで）うちもさ、こっちが若いうちに母親が逝っちゃったろ？だから姉貴が学生のころから、母親の味次いでさ。親父とわたしに飯を作ってくれてた」
秋実「じゃあ、なつかしかった？」
銀二「ん？いや、それがな…」
照明Ｑ１２　暗転５　Ｃ・Ｏ（「いただきます」言い終わりで）
Ｍ７　Ｃ・Ｉ　曲終わりまで
照明Ｑ１３　基本形　Ｃ・Ｉ（曲終わりで）
春香「？」
銀二「わたしの知らない味だったよ」
冬音「え？なんで」
春香、頷きながら
春香「やっぱりね」
夏希「どういうこと？」
春香「これ、母さんの味じゃないのよ」
夏希・秋実・冬音「え？」
春香「これはね…」
三人「うん」と首を縦に振る。
春香「『うち』の味なの」
夏希「『うち』？」
銀二「そう。若槻家のね」
春香「母さんね、うちの味をえらんだのよ。このうちに来て」
間
夏希「そうか、そういうことか」
銀二「うちのきんぴらはもっと甘かったよ。みそ汁も赤みそ主体の
ブレンドだったな」
冬音「味、ぜんぜん違う？どっちがおいしいの？」
銀二、考え込んで
銀二「はっはっは、確かに結構違うな。でもね」
冬音「でも？」
銀二「底に流れるものが同じっていうか…。家庭の味ってとこは共通するよ。どっちがって決めるのは、難しいなあ」
春香「母さんはね、きっと、父さんが食べなれてきた味を選んだんだろうね」
銀二「うん、みんなにもその味をたべてもらいたかったんだろうね」
秋実「考えたこともなかった、そんなの」
春香、夏希が考え込むように、じっとしているのに気付き、
春香「どうしたの？夏希」
夏希「おじさんは寂しくない？」

銀次「うん？」

夏希「おじさんちの味、なくなっちゃったんでしょ」

銀次「んー、まあ、そういうことだけどな」

夏希「母さんの味でもあるんだよね、それって」
銀次「んー、けどな、夏ちゃん」

夏希「それって、しんどいじゃん。母さんだって、自分のお母さんへの気持ちっていうか、こだわりっていうか、あったはずだよ」

春香「夏希、それは･･･」

冬音「夏姉、ごちゃごちゃうるさい。これが家（うち）の味じゃ、不満なの？」
夏希「だってさ、細かいこと言ったら、うちだってみんな味の好み微妙にちがうじゃん。むりやりひとつにまとめちゃうのって、なんかちがう気がすんのよ」

冬音「一つだからいいんじゃない、みんなの中にある味だからいいんじゃない」

夏希「でも、おかげでおじさんは食べ慣れた味、なくしちゃったじゃない」

銀次、徐に腰を上げ、

銀次「なあ、夏ちゃん。模範解答みたいなの、必要かな？夏ちゃんの言うとおり、まとまらんものはいろいろな答があっていい。だから、逆に姉貴の出した答がこれなら、それでいいんじゃないかな」

視線は皆銀次に向く。

銀次「たしかに、食べ慣れた味が消えて、寂しくないといったら嘘になる。でもな、やがて、それを埋めてくれる味に出会えた」

春香「おばさんの味ね」

銀次「（頷いて）時間が、時間がちゃんとそのあたりを片付けてくれるとおもうんだがなぁ」

冬音「夏姉、わかんないの？そんなに自信ないの？」
夏希、逡巡するが･･･

夏希「……わたし、やっぱり、そんなの無理だよ。自分をひっこめてまで、家の味次ぐとか…、無理…」
春香「夏希」
夏希「自分の気持ち押さえてまで、やれないよ。知ってるでしょ、甘いきんぴらなんだよ、私が好きなの」
冬音「だめっ」
冬音以外の視線が、彼女にそそがれる。
冬音「夏姉がそんなこというなら、夏姉になんか継がせない！私がやる！母さんの味を継ぐ！…うちのきんぴらはこの味じゃなきゃだめなの！」
べそをかきながら上手へ引っ込む冬音。
秋実「おい、冬音、冬音ったら！（追いかけて、後ろを振り向き）
叔父さん、ごめん、わたし、あの子見てるね」
銀二「ああ、そうしな」
秋実も奥へ。
夏希、机にうなだれる。
春香「ごめんね、銀二叔父さん」
銀二「いいんだ、むしろ、とても大事なことじゃないのかね」
春香「…」
銀二「あとは、みんなの問題だ。（時計を見て）わたしは、じゃまにならないようにそろそろひきあげよう」
夏希「（うつむいたまま）ごめんなさい」
銀二「いや、夏ちゃんも、これからしっかりな、じゃ。（下手の方へ移動して）」
春香、銀二の後を送って、ついていく。
銀二振り向いて、
銀二「あれは、まだ見せてないようだね」
春香「ええ、でもそろそろかなって」
銀二「まかせても大丈夫かい」
春香「うん。うちのことだからね」
銀二「（頷いて）何、なるようになるさ。もともと、はっきりした答
照明Ｑ１４　サス１Ｃ・Ｉ（基本形に加える）
えのあることじゃない。な。」
頷く春香。
銀二「（手を上げて）じゃ、春香ちゃん。健闘を祈る」
下手に去る銀二。
見送る春香。
春香「おじさん、ありがとう」
しばらく、銀二の去った方をじっと見つめて、踵を返し、台所（上手・奥）に向かう。ややあって、古びたノートを手に戻ってくる春香。夏希の傍らにきて、
春香「夏希、さっきあんたに話があるって言いかけたでしょ」
夏希、ゆっくりと顔を上げる。
春香「あんたに、これを見せようと思ってさ」
夏希「…なに、それ」
春香「わたしがね、なぜ母さんの味を出せたかの、秘密よ」
夏希「え？」
照明Ｑ１５　サス１　Ｃ・Ｏ（サスエリアから外れて）
春香、夏希にノートを渡す。夏希それを恐る恐る手にする。
表紙を読む夏希。
夏希「…我が家のレシピ？これ、母さんの字…」
頷く春香。
夏希、ページを繰りながら、
夏希「ご飯の炊き方、みそ汁の味付け、ふわふわオムレツの作り方、魚の上手なさばき方、焼き魚の秘訣…、（間）きんぴらの作り方…」
じっと優しく夏希を見つめている春香。
夏希「春姉、これ、全部覚えて…、わたしたちの面倒、母さん代わりに見ながら、大変な思いしながら、全部覚えて…」
春香、やさしく頷く。
夏希「…ずるいよ、全部ひとりで抱え込んで、ずるいよ！」
そのとき、ノートから、やはり古びた封筒が三つ、ゆるりと落ちる。「？」となって、拾い上げる夏希。
夏希「（封筒を一つ一つ見ながら）夏希へ、秋実へ、冬音へ…」
夏希、春香を向いて
夏希「これ…」
春香「わたしの分は、もう見た」
夏希「春姉」
春香「母さん、私にこれを託して、「お願いね」って。手紙は、あんたたちが大人になったら渡してあげてって」
夏希「母さんが…」
間。
夏希「春姉の手紙には、春姉の手紙には何が書いてあったの？」
春香「母さん、申し訳なさそうに、何度も何度も『ごめんね』って。私の代わりを全部押し付けることになってごめんねって。それから、
私の味、押し付けてごめんねって」
夏希「春姉、ごめん、なにもしらなくって、ごめん」
春香「（首を振って）、あんたの分、確かに渡したよ。中身は私も知らない。あんたが自分で確かめな」
夏希、ノートと封筒を机の上に置き、じっと見つめる。やがて、自分
宛ての手紙をゆっくりと手に取り、封を開ける。中身を取り出すと、やはりゆっくり目を通し始める。
やがて、その手が震えはじめ、静かな嗚咽も漏れ始める。
春香は、話しかけることなく、じっと見守っている。
やがて、夏希が静かに口を開く。
夏希「母さんね、みんなわかってるの。私は好き嫌いが激しいし、味の好みもほかの三人と違うからって。この手紙読むころは、みんな大きくなってるだろうから、私の味付けにしばられないで、あなたの望むようにしなさいって（声が途切れる）」
春香「夏希…」
夏希、しばらく、じっと手紙を抱えるように動かない。
春香、遠くを見るように語りだす。
春香「叔父さんも言ってたでしょ。答なんかないよって…。だからね、たぶん母さん、大人になったあなたたちに向けてこれを書いたんでしょうね。自分でしっかり受け止めて、自分で考えてほしかったから…」
夏希、じっと、頷いている。
Ｍ８　Ｃ・Ｉ（泣き始めて・抑え気味・曲終わりまで）
春香「（ふいに明るい調子で）私だって、これから大変なんだからね。もうこのレシピに頼れないわけ。私も、また、答えを出さなきゃならないんだから。あの人のところで。あー、頭痛い」
夏希、少し顔を上げ、微笑む。
夏希「春姉」
春香「ん？」
夏希「今まで本当に…ありがとう…」
春香「…うん…」
間
夏希「わたし、冬音のとこ、いってくる。宣言してくる。安心しろ、母さんの味はわたしが継ぐって。あんたの出番にはまだ早いって」
春香「（へえという顔になって）夏希」
夏希、照れたように笑って、
夏希「じゃ」
春香「あ、ノートと手紙のことは」
夏希「わかってます」
夏希、上手に消える。
一人残された、春香、ほっとしたように椅子に腰かけ、大きくため息をつく。
春香「みんな、階段上ってくよ、母さん。見てくれてる？」
遠くを見つめる春香。
暗転。
ほどなく、溶明。
食卓には秋実一人がついている。
冬音が寝ぼけ眼で下手から登場。
冬音「ん？秋姉だけ？」
秋実「夏姉は…」
冬音「台所か…」
秋実「特訓中だと」
冬音「何作ってんの？」
秋実「今日はみそ汁だと」
冬音「じゃあ、そんなに難しくないか」
秋実「それがな」
冬音「え？」
（Ｍ８終わる）
照明Ｑ１６　基本形　Ｆ・Ｏ　春香サス　Ｆ・Ｉ（ため息で）
照明Ｑ１７　暗転６　春香サス　Ｆ・Ｏ
Ｍ９　Ｃ・Ｉ（曲終わりまで）
照明Ｑ１８　基本形　Ｃ・Ｉ（曲終わりで）
秋実「真っ先に味噌入れようとしたんだと」
冬音「えー？だしも取らずに？具も入れずに？さすがだわ、夏姉」
秋実「あんたがいきなりあと継いだ方が、やっぱりよかったんじゃ」
冬音「見てこようか」
冬音が台所に行きかけると、夏希が鍋をもって、やってくる。
夏希「（やたらでかい鍋をかかえて）どいてどいて、危ない危ない！」
食卓の真ん中にデーンと置いて、
夏希「一丁上がりぃ」
唖然と見守る秋実と冬音。
冬音「夏姉…」
夏希「あん？」
冬音「何人分作ってんのよ？」
夏希「はっはっは、おかわりしほうだい」
秋実「そんなに、食えるか、で、具は？」
夏希「決まってんじゃん」
二人、のぞき込む。
秋実・冬音「あ、あぶらげ」
夏希「基本でしょ」
冬音「ちょっと」
夏希「うん？」
冬音「母さんのは、ネギ入るのが基本でしょ」
秋実「冬音」
冬音「え？」
秋実「入ってる」
秋実、鍋底から、全長十五センチはある長ネギのぶつ切りをひろいあげ、
秋実「あのな」
春香、やってきて、
春香「ちょっと、目を離したらすぐこれだよ、先が思いやられるわ
ー」
冬音、夏希を押しのけて、
冬音「無理無理、やっぱり私が継ぐ」
夏希、再度冬音を押しのけて、
夏希「だめ、長い目で見守りなさい」
春香「んー、残された時間はあとわずかなのだ」
秋実「とにかく早く食わせろー、遅刻するー」
てんやわんやの食卓。
明るい音楽が始まる。
Ｎ「（夏希）母さんの我が家のレシピは、今、私の机の引き出しの一番奥に眠っています。妹たち二人宛ての手紙とともに。その中身はわたしも知りません。でも、いつの日か、あの子たちも母さんの心に触れるんだと思うと、楽しみでしょうがないのです。」
なんやかやで、みんなで朝餉（げ）の仕度を整えていく４人姉妹。
音楽高まって
──幕
Ｍ１０　Ｃ・Ｉ
Ｎ２（Ｍ１０組み込み）
Ｍ１０（編集処理）

照明Ｑ１９　（緞帳降り始めて）前灯り　Ｆ・Ｏ
Ｍ１０　Ｆ・Ｏ（幕降りて）　
れ　　　し　　　ぴ
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